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開設の⽬的・概要　等

神経疾患の多くは慢性進⾏性疾患であり、かつ様々な症状が合併する。⽇常⽣活で複雑に変動する症状を客観的にとらえることは患者個⼈に最適な医療を提供するうえで重要な
ことであるが、患者、医師ともに症状を正確に把握することが困難であるのが現状である。
近年、wearable deviceによるモニタリングやスマートフォンやタブレットのアプリケーションなどを⽤いて、患者の⽇々の症状を記録し医療へ活⽤する先⾏研究の報告が増加して
いる。テクノロジーの進化により従来はとらえられなかった症状や状態を可視化することが可能になっている。これらの技術を⽤いることで患者の⽇常に直結するアウトカムの評価が可
能になり、医療の最適化につながることが期待されている。さらに、Patient reported outcome(PRO)を含むこれらの評価は治療薬等の真の価値を判断するValue based
healthcare(VBH)につながるコンセプトとしても注⽬されている。
本研究では運動障害疾患や神経免疫疾患などの神経疾患を対象とし、医療の最適化につながるアウトカムの検討、評価⽅法の確⽴を⾏う。また、それらのデータソースと他のデー
タソースを⽤いた統合データプラットフォームを構築することを⽬的とする。
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